
174　臨床雑誌 内科  2024；Vol.134 No.1

　2024年，COVID-19パンデミックから 4年が経過した．現在も感染者は出ている
が以前のようにマスメディアに取り上げられることも少なくなり，普通の風邪に近づ
いている印象である．COVID-19パンデミック，通称コロナ禍を振り返ってみて，社
会のスタイルが大きく変化したと思う．医療従事者にとって常にマスクをつける習慣
は今も続いており（恐らくなくならないと思う），リモート会議やリモート講演会は一
気に普及した．薬不足は現在も継続中である．そして感染症への関心の高まりととも
に，さまざまな感染症の話題が聞かれるようにもなった．人の移動も活発になり，超
円安の影響もあって日本には多数の外国人観光客が訪れるようになったが，渡航者に
よる持ち込み感染として麻疹が流行していることは最近のトピックでもある．
　話は少し遡るが，コロナ禍の最中に梅毒の流行がニュースで取り上げられるように
なった．コメンテーターの専門家によるとコロナ禍で性生活のスタイルが変化したこ
とにより流行したとのことであったが，正直ピンとこなかったのを覚えている．しか
しながら梅毒感染，先天梅毒の数は現在も増加し続けており，社会問題になりつつあ
る．私は勤務先の病院で感染対策委員を務めているが，毎月の定例会議で梅毒の発生
報告がコンスタントに出ており，身近な感染症になった感覚がある．感染症対策の基
本は感染拡大をいかに抑制するかに尽きるが，性感染症の場合それが一筋縄ではいか
ない．日本人にとって性生活の話はタブーが多く，気恥ずかしさもありひた隠しにす
る傾向がある．それが感染者の診断が遅れる所以となり，感染が水面下で拡大するこ
とにつながる．早期診断・早期治療が大切なのだが，なかなかうまくいかない厄介さ
がある．本特集では性感染症をタブーなく切り込んでいるので，日常診療の参考とな
れば幸いである．
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